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中
華
人
民
共
和
国
は
建
国

後
七
年
、
順
調
な
歩
み
を
み

せ
て
い
た
。
特
に
、
外
交
面

で
は
、
一
九
五
四
年
の
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
会
議
、
五
五
年
の
バ

ン
ド
ン
会
議
に
周
恩
来
総
理

が
出
席
、
国
際
連
帯
を
重
視

し
た
姿
勢
は
世
界
各
国
か
ら
清
新
な
印
象
を

も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
中
国
の
対
外
民
間
交

流
の
窓
口
と
し
て
、
五
四
年
に
中
国
人
民
対

外
文
化
協
会
（
現
・
中
国
人
民
対
外
友
好
協

会
）
が
設
立
さ
れ
た
。

日
中
間
に
国
交
は
な
か
っ
た
が
、
日
本
で

も
五
〇
年
に
日
中
友
好
協
会
が
、
五
四
年
に

日
本
国
際
貿
易
促
進
協
会
が
相
次
い
で
設
立

さ
れ
た
。
第
一
次
日
中
民
間
貿
易
協
定
の
締

結
、
中
国
紅
十
字
会
代
表
団
の
来
日
、
日
本

学
術
文
化
視
察
団
や
市
川
猿
之
助
歌
舞
伎
公

演
団
の
訪
中
な
ど
、
民
間
の
交
流
も
始
ま
っ

て
い
た
。
五
五
年
に
自
由
民
主
党
が
発
足
、

い
わ
ゆ
る
「
五
五
年
体
制
」
が
ス
タ
ー
ト
、

鳩
山
一
郎
内
閣
が
対
外
融
和
政
策
を
と
り
、

対
ソ
国
交
回
復
が
実
現
し
中
国
と
の
国
交
回

復
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
た
年
で
あ
っ
た
。

周
恩
来
総
理
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
首
脳

は
、
日
本
の
広
範
な
文
化
界
を
結
集
し
た
組

織
の
必
要
性
を
願
っ
て
い
た
。
前
年
十
一
月

に
片
山
哲
元
首
相
、
演
出
家
の
千
田
是
也
氏

ら
が
北
京
を
訪
問
し
た
際
に
、
日
中
文
化
交

流
協
会
設
立
に
つ
い
て
の
「
申
し
合
わ
せ
」

に
調
印
、
中
国
側
は
趙
毅
敏
、
陽
翰
笙
、
老

舍
、
欧
陽
予
倩
、
馬
思
聰
、
劉
開
渠
、
蔡
楚

生
、
戴
愛
蓮
、
陳
忠
経
の
諸
氏
が
署
名
し
た
。

千
田
氏
は
帰
国
後
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
で
評

論
家
の
中
島
健
蔵
氏
ら
文
化
界
人
士
に
働
き

か
け
、
白
土
吾
夫
氏
を
中
心
に
当
協
会
の
設

立
準
備
を
進
め
た
。

五
六
年
三
月
二
十
三
日
、
日
中
文
化
交
流

協
会
の
創
立
総
会
が
東
京
・
丸
の
内
の
日
本

工
業
倶
楽
部
で
開
か
れ
、
片
山
哲
氏
を
会
長
、

中
島
健
蔵
氏
を
理
事
長
に
選
出
し
た
。
創
立

時
の
会
員
は
約
八
十
名
。
事
務
局
は
新
橋
に

あ
る
役
員
の
事
務
所
を
借
り
、半
年
後
に
は
、

篤
志
家
の
好
意
に
よ
り
、
丸
の
内
三
菱
仲
十

二
号
館
の
一
室
に
移
っ
た
。
当
時
の
役
員
に

は
、
青
野
季
吉
、
東
龍
太
郎
、
伊
藤
武
雄
、
牛

原
虚
彦
、
梅
原
龍
三
郎
、
海
野
晋
吉
、
川
崎

秀
二
、
川
端
康
成
、
茅
誠
司
、
北
村
徳
太
郎
、

木
村
伊
兵
衛
、
久
保
田
万
太
郎
、
佐
藤
春
夫
、

鈴
木
一
雄
、
千
田
是
也
、
武
田
泰
淳
、
竹
中

勝
男
、
谷
崎
潤
一
郎
、
南
原
繁
、
花
柳
寿
輔
、

福
田
豊
四
郎
、
豊
道
慶
中
、
星
島
二
郎
、
堀

内
敬
三
、
松
村
謙
三
、
山
田
耕
筰
、
山
本
健

吉
、
渡
辺
義
雄
の
諸
氏
が
就
任
し
て
い
た
。

〈
五
六
年
の
主
な
交
流
〉

◎
４
月　

第
二
十
三
回
世
界
卓
球
選
手
権
大

会
参
加
中
国
卓
球
代
表
団
（
栄
高
棠
団
長
）

が
来
日
。
鳩
山
首
相
は
官
邸
に
一
行
を
招
き

ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。
当
協
会
は

歓
迎
実
行
委
員
会
に
参
加
し
協
力
。

本
特
集
号
で
は
、日
本
中
国
文
化
交
流
協
会
創
立
以
来
五
十
年
の
歴
史
を
、�

こ
れ
ま
で
当
協
会
が
実
施
し
て
き
た
主
な
交
流
を
中
心
に
紹
介
す
る
。�

一
九
五
五
年
十
一
月
二
十
七
日
、
北
京
で
、

日
本
中
国
文
化
交
流
協
会
創
立
の
基
礎
と
な

っ
た
「
日
中
文
化
交
流
に
関
す
る
申
し
合
わ

せ
」
に
署
名
す
る
千
田
是
也
氏
。
翌
五
六
年

三
月
に
日
中
文
化
交
流
協
会
が
創
立
さ
れ
た

1956年3月23日、日本中国文化交流協会が創立　中華人民共和
国が成立して七年目の年に、東京で創立総会が開かれた。設立
の趣旨は、「文学・芸術、学術、報道、スポーツなど、広い分野
にわたる交流を推進し、両国人民の友好と文化交流を促進す
る」ことであった。創立総会であいさつする中島健蔵理事長（壇
上右）。座長は星島二郎氏（壇上左） ――東京・丸の内　日本工業倶楽部

1956年
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◎
５
月　

中
国
京
劇
代
表
団
歓
迎
実
行
委
員

会
（
委
員
長
・
久
保
田
万
太
郎
氏
、
事
務
局

長
・
倉
林
誠
一
郎
氏
）
を
設
置
。
朝
日
新
聞

社
に
協
力
し
、
戦
後
初
の
中
国
京
劇
代
表
団

（
梅
蘭
芳
団
長
、
欧
陽
予
倩
氏
ら
）
を
歓
迎
。

◎
６
月　

木
下
恵
介
、
杉
村
春
子
、
尾
崎
宏

次
、
乙
羽
信
子
、
芥
川
也
寸
志
ら
の
諸
氏
が

北
京
で
の
日
本
映
画
週
間
に
参
加
。

◎
８
月　

来
日
し
た
曹
禺
氏
（
劇
作
家
）
を

囲
む
新
劇
関
係
者
懇
談
会
（
丸
の
内
・
レ
ス

ト
ラ
ン
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
）　
に
戌
井
市
郎
、
内

村
直
也
、
尾
崎
宏
次
、
倉
林
誠
一
郎
、
小
山

裕
士
、
杉
村
春
子
、
千
田
是
也
、
滝
沢
修
、

土
方
与
志
、
戸
板
康
二
、
村
山
知
義
の
諸
氏

ら
が
参
加
。
曹
禺
氏
を
囲
む
文
学
者
懇
談
会

（
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）
に
青
野
季
吉
、
中

島
健
蔵
、
堀
田
善
衛
、
本
多
秋
五
、
山
本
健

吉
の
諸
氏
ら
が
参
加
。

◎
９
月　

日
本
文
化
人
中
国
訪
問
団
（
田
�

尚
雄
団
長
ら
二
十
一
名
）
訪
中
。

◎　

月　

日
本
作
家
代
表
団
（
青
野
季
吉
、

11
久
保
田
万
太
郎
、宇
野
浩
二
、堺
誠
一
郎
の
諸

氏
ら
十
一
名
）
訪
中
。
中
国
人
民
対
外
文
化

協
会
招
請
。
北
京
で
周
恩
来
総
理
と
会
見
。

事
務
所
を
用
意
し
、
財
源
を
確
保

し
、
準
備
万
端
整
え
て
の
創
立
で
は

な
か
っ
た
。
そ
の
と
き
、
こ
の
団
体

が
五
十
年
保
つ
と
思
っ
た
人
は
い
な

か
っ
た
。
保
た
な
い
と
思
っ
た
人
も
い
な
か

っ
た
。そ
ん
な
通
俗
な
こ
と
は
考
え
ず
、た
だ

理
想
に
燃
え
た
人
た
ち
が
創
業
し
た
の
で
あ

っ
た
。
茫
々
五
十
年
、
多
く
の
先
達
の
、
報

い
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
な
い
献
身
は
、
い

つ
ま
で
も
光
芒
を
放
っ
て
い
る
。 （
九
十
九
）

京劇の名優、梅蘭芳氏が来日　新中国成立後初め
て、中国京劇代表団が来日した。日中文化交流協
会では、久保田万太郎顧問を委員長とする歓迎実
行委員会を設けた。主演の梅蘭芳氏に花束を贈る
俳優の水谷八重子、山本安英両氏
� ――����年�月　東京・歌舞伎座

周恩来総理、日本作家代表団と会見　日中文化交流
協会が派遣する初めての作家代表団。周恩来総理（右
二）の招宴に出席した青野季吉（左一）、宇野浩二（左
二）、久保田万太郎（右一）の諸氏。久保田氏はその
時の印象を「周総理小春の眉の濃かりけり」という
俳句に詠んでいる
� ――����年��月��日　北京　和平賓館

日
中
文
化
交
流
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
調
印
一
周
年
記

念
の
催
し
で
、「
中
国
の
美
術
」
と
題
す
る
講
演
を
行
な

う
哲
学
者
の
谷
川
徹
三
氏　

一
周
年
記
念
の
催
し
は
、

当
協
会
と
毎
日
新
聞
社
の
主
催
で
、
記
念
講
演
の
ほ

か
、
映
画
の
上
映
な
ど
が
行
な
わ
れ
た

�
―
―
一
九
五
六
年
十
一
月
二
十
八
日　

東
京
・
日
比
谷
第
一
生
命
ホ
ー
ル

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

谷崎潤一郎顧問（左二）は、松子夫人（右二）をともな
って箱根を訪問し、梅蘭芳氏（左一）、欧陽予倩氏（右
一）と31年ぶりの再会を果たした
 ――����年�月�日　箱根ホテル　中島健蔵氏撮影


